
　　　　 第１号様式（第７条関係）

認 証 番 号

【2011年度目標】

・電気使用量→２００７年度対比で１２％削減
・OA用紙使用量→２００７年度対４０％削減
・水使用量→２００９年度対比１５％削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

・電気使用量→食品スポット・水引・スクエアLFDランプの導入。反射板の導
入。
　
・OA用紙使用量→再生紙（裏紙）の使用。無駄な紙を出さない。

・水使用量→ホース先に節水装置を取付。

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

報告者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）

東京都江東区東陽2丁目2番20号

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　平成 25　 年　7　月　26　日

株式会社ﾀﾞｲｴｰ　事務所　事業所

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性については、原則として１年に1回検討している。
平成２３年度は、現行の目標及び取組み内容により一定の成果が見られた事から
２４年度も同様の方法により見直し実施し、運用していく。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

・電気使用量→基本照明３分の１間引きの実施。中間期に店内へ外気の取り入れ
　　　　　　　による空調負荷軽減している。

・OA用紙使用量→従業員によるOA用紙削減を実施中。

・水使用→従業員による水使用量削減を実施中。

環境マネジメントシステム導入報告書

ISO14001

報告者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）

株式会社ﾀﾞｲｴｰ　代表取締役社長　　桑原　道夫

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

導 入 年 月 日 2009年　　　10月　　28日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

店内空調の調整及び照明の点灯時間の見直しと共に従業員への啓発活動を推進
し、電気・ｶﾞｽの使用量削減を図る。（年２％削減）

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

毎月、店管理職に対して環境法規制についての教育を行ってい
る。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

当初の計画どおりに取り組む事ができている。

基 本 方 針

EC09J0051


